







































ワシントン大学を事例とした GIS 教育の定着過程に着目すると，当時若手の専任教員であった Nyerges
と Chrisman は地理的地図学（Geographic Cartography）の学習課程を基盤とし，かつ地図学と GIS 関連科
目で扱う内容と知識基準を明確にしてカリキュラム編成を行った。結果として，手作業を伴う地図学の授業
は姿を消し，最近では，社会における GIS の位置付けを説く授業や，地域的事象を地図化することの意味を
強調した実習付き授業が学部と大学院にそれぞれ配置され，連続的なカリキュラム編成となっている。
